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研究ノート

英国代理人会計の生成

I はじめに

n 荘園会計
1 責任負担・責任解除計算書

2.監査制度

I はじめに

代理人会計（chargeand discharge ac-

countingないし agencyaccounting)1l ！土委

託・支託関係を前提とする会計である。委託

・受託関係，すなわち，代理人関係は，二当

事者聞の合意において，一方の当事者たる

「受託者一代理人Jが，もう一方の当事者た
る「委託者一本人」の委託をうけ，本人の利

益を念頭において行動する責任を負う関係一

般を指すがベ 代理人会計の前提となる委託

1) J. R. Edwardsによれば， chargeand dis-
charge accountingは単記性に基づく会計の総
称であり， agencyaccountingは，このうち，
本人（principal）に対する代理人（agent）の責
任を強調する会計の呼称である。J.R.Edwards,
A History of Finaηcial Accounting, 1989, 

p. 33.しかし，本稿においては，委託・受託関

係を重視し，いずれも代理人会計と訳出する。

2）今日の株式会社にこの代理人関係を認め，そ
れをもって会社会計を説明する立場がある。例

えば，江村稔教授は， 「資金の提供者とそれを

選用管理するものとが分離することによって，
出資と経営が分離するとき，出資者と経営者と

の聞には，信託＝委任の関係が成立する。経営

者は出資者の意思にしたがって，その代理人
agentとして行動する」として，株主の提供し
た資本金に関する信託＝委任の関係から資本概

念を規定する。江村稔「会計主体の概念につい
て」『舎計」第67巻第4号， 1955年4月， 55

62頁，江村稔・津曲直弱〈編）『利i同計算と会
計制度」東京大学出版会， 1983年， 120126頁。

福島千幸

3.計算訴訟

llI 国庫会計

IV おわりに

・受託関係は財産管理に関する委記・受話闘

係，つまり，本人から財産の管理を委託きれ

た代理人が，本人の利益を函るために，受話

財産の管理責任を負う関係である。この財産

管理責任を会計機能を通じて遂行しようとす

るところに，代理人の会計責任（accountabil・

ty）が認識される。別言すれば，代理人の会

計責任の履行は，究極的には，代理人の財産

管理責任の解除を意味しているのである。し

たがって，代理人会計とは，代理人が受託財

産の管理状況の顛末を記録し，その結果を本

人に報告することにより，自己に課せられた

財産管理責任から解除される受託責任会計の

ことである。

ところで，代理人会計を発生史的にみた場

合，その起源lま，古代ローマの奴隷制社会に

おける主人と奴隷との聞の代理人関係から生

成した体系的な会計記録に求められる。江村

教授によれば，古代ローマにおいて，貴族は

利殖を行うことが禁止されており，これに違

反した者はあらゆる政治的権利を剥奪された

ため，余剰資金を蓄積した貴族は，奴隷など

の代理人に貸付業務を委託したとされる。そ

して，この代理人は貸金の記録をカレンダリ

ウム (libercalendariりとしづ貸付に関する

帳簿に記録し，一方，委託された資金の状態

を主人に対して報告する義務を負い，金銭の

出納に関する帳簿を作成したとされるヘ こ
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のように，古代ローマにおいては，主人と奴

隷との聞の代理人関係から体系的な会計記録

が必要とされ，そこに代理人会計が成立した

と考えられている。

B.S. Yameyは，この古代ローマの会計目

的！土利益の測定ではなく，金銭の出納！こ関す

る正確な記録を維持し，不正ないし怠惰によ

る損失を発見することにあったとする。そし

て，この奴隷制社会における会計の目的が，

13世紀イングランドにおいて発展した所領会

計についてもあてはまるものとみている的。

これに対して，英国の近代会社会計制度を信

託概念との関連において究明した千葉準一教

授は，信託概念を通じて形成されてきた英国

の会社会計は単なる代理人会計ではない，と

指摘する。そして，英国の会計責任概念は，

代理人会計における代理人的義務ではなく，

信託概念に基づく信認会計における信託受託

3）江村教授の所説については，以下を参照のこ

と。 1工村稔『複式簿記生成発達史論』中央経済
社， 1953年， 7180頁。

古代ローマの奴隷制位念において形成された
代理人簿記（agencybookkeeping）をもって，

i夏式符記の起源とする説は古代ローマ説と呼ば
れ， P.Kats伊江村教授らによって主張され
た。P.Kats, A Surmise Regarding the Origin 
of Bookk号巴pingby Double Entry, The Ac 

counting Review, Vol. 5, NO. 4, Dec. 1930, 

pp. 311町 316.

しかしp 複式簿記の起源lこつLγどは，中世イ

タリアに求める説が通説であり，例えば， A.C.
Littletonは，複式簿記の展開過程を代理人簿記
から資本主簿記（proprietorshipbookkeeping) 

への発展過程として跡づけ，資本主簿記をもっ
て複式簿記のfi!i::J工とみなす。 A. C. Littleton, 
Accounting Evolution to 1900, 1933, pp. 155 

156. （片野一郎（訳）『リトルトン会計発達史
（増補版）J同大舘出版， 1978年〉。

なお，複式簿記の起源論については，茂木虎

喰『近代会計成立史論J末来社， 1969年， 122
166頁iニおいて，詳細に検討されてu、る。
4) B. S. Yamey, Some Topics in the History 

。fFinancial Accounting in England 1500 
1900, in W. T. Baxter and S. Davidson( eds.〕，

Studies in Accounting Theory, 1962, p.15. 

者的義務であるとし，その先駆的形態を計算

訴訟における計算義務の概念に求め，その起

源を中世の荘園会計〔manorialaccounting) 

に求めているへ こうした千葉設授の所説に

ついてl立後に若干ふれることとしたいが，本

稿の直接の対象！土教授の問題とする近代会社

会計制度ではない。本稿は信記概念のもとで

近代会社会計制度が形成される以前に遡る。

英国における代理人会計の淵却は，一放に

は，中世の荘園会計および同庫会計（Ex-

chequer accounting）にみいだされる6）。

1066年のノルマン人の征服以後，英国では，

封主と圭J~ との間の人的主従関係と，生J主の

封臣に対する封土授与lこ伴う物権的関係とが

結合した中央集権的封建制が発達した。封建

社会においては，身分的な支配扶序が社含全

体に浸透L，国王を頂点とする人的階層制が

形成され，上層以は国王から土地および最民

に関する権限を委譲された領主 (lord）階層

が位し，最下層には直接的生産者たる農民階

層が位置した。そして，政治権力は各階思の

領主に分有され，私的に行使された。このよ

うに封建社会は，封主と封臣との聞の人的主

従関係と封土授受関係とを中核とする階層的

構造を有する社会であった。

こうした階層的構造を有する社会特有の会

計問題について， M.Chatfieldは「本人と代

理人との聞の垂直的伝達と検証の問題であ

る」りと指摘し，また， Littletoni ;t封建往会

5〕千葉準ー『矢悶近代会計制度 そのJ展開過
程の探究←ー』中夫経済社， 1991年， 29-33頁。

行）英国代理人会計の生戒を，荘園会計ないし国
軍会計以外に求める見解としては， 例えば E.
Boydの見解がある。 Boydl土，代理人会計の

起源を 1354年の修道院の計算書に求める。 R.
H. Jones, Accounting in English Local Gov・

ernment from the Middle Ages to c. 1835, 

Accouηting and Business Research, Vol. 15, 

No. 59, Summer 1985, p. 197. 

7〕M.Chatfield; A Histoη of Accounting 
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の財産は委託された財産であり，ここに代理

人の本人に対する財産管理責任が生じ， 「こ

の責任とその定期的解除に関する記録の維持

とが，当時の会計記録の主たる目的であっ

た」6)c説明している。さらに， Yameyは「各
階層の役人は，その上位者に対して，所領の

所有者のために，収入および支出について説

明しなければならなかったJ9lとして， 代理

人の報告責任について言及している。

このように封建社会においては，財産管理

に関する委託・受話関係が存在し，代理人た

る下位者は，受託財産の管理状況の顛末を記

録し，その結果を本人たる上位者に対して報

告しなければならなかったのである。それゆ

え，英国における代理人会計は，本質的には，

代理人の責任を決定するために案出されたも

のであり 10ヒ「本人の立場からすれば，代理
人の誠実性および信頼性を調査するものであ

り，代理人の立場からすれぽ，自己の正直さ

を証明するのに役立つもの」10であった。

そして，この会計日的を果たすために，「国

庫財政にあっては，〔国王の代理人たる州奉

行（sheriff）の】納付額を記録する方法とし

Thought, 1977, p. 20. (197 4年初版津田正晃・

加藤順介（訳）『チャッ卜フィーノレド会計思想

史』文長堂， 1978年〉。
8) Littleton, op. cit., p. 123. 

9) Yamey, op. cit., p. 15. 

10) Ibid., p. 17. W. T. Baxterは，代理人会計に

ついて次のように説明している。 「代理人は自
己！こ諌せられた責任額（開始残高フ。ラス収入額〉

について責任を負L、，法的返済によって責任か

ら解除された。最終的な残高はs代理人が本人
に手渡すべき，あるいは次期に自己の責任にお
いて維持すべきものを示した」。 W.T. Baxter, 
The Account Charge and Discharge, The 

Accounting Ristoγians Jouγnal, Vol. 7, No.1, 

Spring 1980, p. 69. 

11) Edwards, op. cit., p. 34.代理人会計の一般的

特徴としては，組織よりも個人の会計記録であ
る，下位者から上位者への報告がある，一定期

間の財産の流れを含む，資本取引と損益取引と
を区別しなし、，といった点が指摘されている。
Ibid., pp. 33-34. 

て割符（tally）が考案され，荘園（manor）経

営にあって〔領主の代理人たる〕荘園の執事

〔steward）は， 自己の活動を領主に対して

報告するために，責任負担・責任解除計算書

(charge and discharge account）を作成し

たじ括弧内筆者）」12）のである。ことに，英国

代理人会計の生成が認められる。

本稿においては，第E節および第E節で英

国代理人会計の発生的形態である荘園会計お

よび国庫会計について概観し，その上で財産

管理に関する委託・受託関係および会計責任

概念を中心に，英国代理人会計の意義につい

て若干の考察を加えたい。

Il 荘園会計

1 .責任負担・責任解除計算書13)

封建制の社会的および経済的基礎をなす荘

園は，領主の農民に対する人格的支自己の機構

であり，領主はその封建的土地所有に基づき，

農民から封建地代を収取した。荘園は，通常，

領主直営地と農民保有地とからなり，前者は

領主が占有し，農奴の賦役労働による直接的

耕作が行われ，後者は地代納入等の奉仕を条

件に，自由保有農により占有された。領主は，

その権限により荘園内に荘園裁判所を設置し，

領主の任命する執事の主宰により，荘園内の

争訟が裁判された。

荘園の経蛍形態は一種の間接経詰で，その

管理および運営は各種の荘園役人に委任され

た。例えI;f，荘園役人の最上位に位置する執

事は，荘園内の可法事務を主管し，領主に代

わり荘園を掌理し，領主に任命される代官

(bailiff），あるいは村落から選出される村役

人（reeve）は荘園の全般的監督にあたったω。

12) Littleton, op. cit., p. 123. 

13）筆者の知る限り， chargeand discharge ac-

countについての定訳はなL、。本稿ば，この計

算書の性格，内容を考慮のうえ，責任負担・責

任解除計算音と名付けた。筆者のこの訳につい
て，批判いただければ幸いである。
14〕荘園内の役人組織については，鵜川馨『イン
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このように荘園経営は荘園役人に委ねられ，

こうした領主の代理人による管理形態は，荘

園経営の一つの特徴とみなぎれている15）。

ここに，会計記鎌および会計報告の必要性

が認識された。すなわち「領主の会計記録に

対する必要’l生は，荘園役人の誠実性および信
頼性を詞査し，損失および窃盗を防止し，一

般的には効率を高めるとL、う理由から生じた

ものであり，荘園役人の立場からすれば，会

計記録は，義務を誠実に履行したことの証拠

を示すものであった」16）。

この会計目的を呆たすために荘園役人が領

主に提出した計算書が，責任負担・責任解除

計算書である。一般に，財産管理を委託され

た代理人は，受託財産の管理状況の顛末を記

録し，その結果を木人に対して報告すること

により，会計責｛王および財産管理責伝から解

除される。荘園においては，領主の収入の保

管および出納を委記された荘園役人は，荘国

の収支状況の顛末を記録し，その結果を領主

に対して報告することにより，会計責任およ

び財産管理責任を果たした。このように責任

負担・責任解除計算書は，荘園役人が自己に

課せられた財産管理責任の解除のために領主

に提出した計算畜であった。

この計算書の提出は，領主の収入の徴収を

任された代官ないし村役人の職務であった

が17），実際にほ，執事によってもしばしば提

出された。しかし， C.Nok巴は，コモン・ロ

グランド中世社会の研究』聖公会出版， 1991年，
35買を参照のこと。
15) Chatfi巴Id,op. cit., p. 24. 

Chatfieldは荘園のもう一つの特徴として，

白給自足の経済単位であることをあげ，荘閣の

経済的独立性と外部に対する報告の不在により，
今日，財務会計と呼ばれるものはほとんど必要
とされていなかったと指摘する。 Ibid.,p. 25. 
16) Ibid., p. 25. 
17〕Edwァards,op. cit, p. 35, C. Noke, Accounting 

for Bailiffship in Thirteenth Century Eng-

land, Accounting and Business Research, 

Vol. 11, No. 42, Spring 1981, p. 137. 

一上，計算書に対して責任を負うのゆ未成年

鋤保有権者後見人（guardianin socage），代

官， ちょび財産保全管理人（receiγer）のみ

であり，執事が，事実上，代官とみなされ，

執事としてではなく代官として法的に会計責

任を負っていたのかもしれないと推測してい

る1引。このように計算書の提出義務を課せら

れた荘園役人は，さまざまであって特定はで

きないため，本稿においては，計算書の提出

義務を負う役人を荘園管理人と総称する1ヘ

さて，責任負担・責任解除計算書ほ，一般

に，現金計算青（moneyaccount）と穀物お

よび家畜表（cornand stock account）とか

らなり，現金計算書には，地代，生産物の販

売による収入など，その性質により細分化さ

れた収支項目が含まれ，穀物および家畜表に

は，設物，家畜，その他の生産物が3 種類別

に数量で記入された2ヘ責任負担・責任解除

計算書は1枚の羊皮紙で，表面には現金計算

18) Ibid., pp. 137 138. 

19〕ちなみに， D.Oschinskyは，荘園にお付る

会計係の教育について次のように述べている。

荘園会計は， 13世紀末までオックスフォード大
学の教科課裡に含まれていた。大学における会
計教育の採用は，荘園の農業経営フYームによっ

て，訓練された会計係が以前にもまして必要と
されたことに起因した。大所領においては，独

自の会計組織が利用され，荘園の農業経営の拡

大が既存の会計組織の発展を刺激したが，内部
に会計係のいない多くの小所領についてはそう

ではなかった。大学が会計係の教育に乗り出し

たのは，こうした状況に対応するとめであっ
た。

また，大学における会計教育は明らかに大所

fi!'Jの会計方法に影響を与え， 13世紀末から14世
紀にかけて，計算書の形式および語業の画一化
および継続性について顕著な傾向が認められ
た。 D.Oschinsky, Medieval Treatis巴son 

Estate Accounting, in A. C. Littleton and B. 

S. Yamey (eds.〕， Studiesin the Histoγy of 

Accounting, 1956, pp. 97 98. 

20〕現金計算書，穀物および家畜表については3
主として以下による。 Edwards,op. cit., pp. 35 
-36, Chatfield, op. cit., p. 25, Noke, op. cit., 

pp. 141 145, Oschinskγ，op. cit., pp. 91-92，鵜
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書が記載され，裏面には穀物および家畜表が

記載された。このうち主要な責任負担・責任

解除計算書は現金計算書であった。荘園管理

人は，現金計算書の最初に，領主に対する延

滞金を記入し，次に，農民保有地からの地代，

領主直営地の生産物および家畜の販売による

収入，荘園裁判所の罰金， 荘園外（foreign)

収入などを「責任負担（charge)j項目に記

録し，総収入を計算した。続いて，荘園管理

人は，領主に対する金銭ないし物品の納入，

荘園経営に関連する支出，および荘園外支出

を「責任解除（discharge）」の項目に記録し

た。そして，財貨の納入および諸支出を合計

し，総取入と総支出との差額として，領主に

対して納めるべき金額を計算したのである。

なお，荘園は自給自足の経済単位であるた

め，生産物ないし用役の提供のない収入，生

産物ないし用役の取得のない支出は， 「荘園

外」収支項目として記録された。荘園外収入

には，同一所領内の他の荘園，あるいは所領

とほ無関係の者から取得した金銭ないし物品

が含まれ，荘園外支出には，財貨の輸送費，

村役人の旅費，荘園役人に対する報酬，およ

び会計諸費用が含まれた21)0 

現金計算書の形式を示すと〔表〕の通りで

ある22）。

JI[馨『中世英国世俗領の研究』未来社， 1966竿，

38-42頁。

計算書の各項呂の内訳については，鵜JIJ馨教

授が詳細に検討を行っている。

また， Nokeは，現金計算書の形式を，ウイ

ンチェスター形式とウエストミンスター形式と

に分類している。ウインチェスター形式におい

ては，延滞金が計雰舎の監査前に処浬され，最

終残額には含まれず，地代はその免除額が直接

控除された純額で記入される。これに対して，

ウエストミンスター形式においては，延滞金l主

計算書の監査前には処理されず，最終残額に含

められ，地代はその免除額控除前の総額で記入

され，免除額は荘園経営に関連する支出に合め

られる。 Noke,op. cit., pp.142-144. 

21) Oschinsky, op. cit., p. 92. 

〔表7現金計算書の雛形
現金計算書

ヒ責任負担頃日〕 £sd 

1.荘園め領主に納めるべき開始残高

2.領主から受領した金銭および物品

3 受領しうる地代

4.生産物および家畜の販売による収入

5.裁判所により課された罰金および税

金

6.総収入

〔責任解除項目ユ

1 .領主に対する金銭および物品の納入

2.荘園経営に関連した支出

3.荘園経営に関連しない支出， {Y!Jえ

ば，領主ないし荘園役人の娯楽のた

めの支出心、わゆる荘園外支出） 十一一一

4.総支出

5.荘園の領主に納めるべき閉鎖残高一一一一一

出所： Edwards,op. cit., p. 35 

現金計算書は，遁常，現金主義に基づき作

成されたが， 「責任負担」項目については発

生主義が適用され，未徴収の地代などについ

ては決算日に調整がなされたね〉。したがって，

現金計算書を単なる収支計算書と考えること

はできないが，それをまた損益計算書とみな

22）ここに示した計算書は，洗練された形式のも

のであろが， Edwardsは責任負担・責任解除

計算書の形式を，以下の三つに分類している。

1.羅列的な文書形式あるいは段落に区切られ

た文書形式〔財の数量および金額に関する参！時

事項を合む〉， 2.収入項「！と支出項目とを線

で区分した形式〈｛旦し，主主｛創立別欄i二区別され

ていなしつ， 3.数値を別欄に区別した形式。
Edwards, op. cit., p. 35. 

R.Brownによれば， 13t仕紀末になって，ょ

うやく計算書の作成技術lこ関心が向けられ，人

人は取引を分類し各分類ごとの総計ーを示すこと

の利点を知り，また，総額を頁の右手欄外に記

載することが計算書の理解に役立つことを知っ
た。 R.Brown( ed.〕， AHistory of Accounting 

and Accountants, 1905, p. 54. 

23) Edwards, op. cit., p. 36. 
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すこともできない。この点に関しては，穀物

および家畜表に記載された生産物のうち，そ

の販売分については現金計算書に記録される

が，家庭内での18費分にフいては現金計算書

に記録されていない，とL、う論拠があげられ

る24)o Edwardsは「責任負担・責任解除計算

書は，主に現金主義に基づいて作成され，会

計責任の履行と効果的な管理のために発生主

義の要素をとりし、れた代理人の計算書であっ

た。すなわち，充生主義の適用は，利益の測

定とは何ら関係なく，その且的は領主に対す

る全納入額の報告を確実にすることにあっ

たj25）と述べている。

責任負担・責任解除計算書の表題には，荘

園名，荘園管理人の名前，時には監査人（au

ditor）の名前が記載され，監査の場所および

日時も付記された。また，重要な点は会計期

街jで，一般的には， ミカエJレ祭からミカエノレ

祭までの12ヵ月間であった加。しかし，実際

には，さまざまな会計期間か｛子在し，多くは

荘園管理人の交替と一致していた。このこと

は，計算書の主たる目的が荘園管理人の管理

であったことの論拠であり，いいかえれば，

「計算書は，継続的な実体としての荘閏の記

録とL、うよりも，荘園管理人が責任を負った

期間の，白らの記録であった」27）のである。

日l算書の基本的な形式口、ほとんど変化せず
継承されたがp 13世紀に入ると，他の資産に

対する管理を拡大するため，その他の書類が

24〕Noke,op. cit., p. 142. 

Noke は，荘国管理人は，実際の現金収支に

かかわらず，要収入額および要支出額について
責任を負うべきであるとする観点から，現金計
算書を「帰属収入および慨念的支出計算書」と
表現している。 Ibid.,p. Hl. 
25) Edwards, op. cit., p. 36.責任負担・責任解除

計算書は，取引数が少なく，取引が現金主義で
行われ，収入ち上び支出が聞定的である場合に
適していると考えられている。 Ibid.,p. 36. 
:26) Chatfield，。p.cit., p. 25, Oschinsky, op. 
cit., p.92. 
27) Noke, oj;. cit., p.141. 

計算書に添付される場合もあった。例えば，

荘園に帰属する固定資産に関する文書形式の

書類によって，資産の種類およびその状態が

説明された加。

このように，領主の収入の保管および出納

を委託された荘園管理人は，領主に対する責

任額と責任解除額とを責任負担・責任解除計

算書に記入し，領主に対して納入額を報告し

た。計算書は，領主にとっては荘園管理人に

対する信頼性の確保を，荘園管理人にとって

は会計責佳および財産管理責任の解除を，そ

れぞれ意図していた。

しかし，領主と荘園管理人との双方の目的

が果たされるためには，さらに，計算書の会

計監査が要件とされた。

2.監査制度

荘園ぷおける会計監査は，領主に監査を委

託された監査人仰が，荘園管理人の提出する

責任負担・責任解除計算書の適否を検査する

もので，その目的は「基本的には，荘園管理

人の会計責任の審査」30）であった。会計監査

を通じて，領主は空間管理人に対する信頼性

を確保し，荘園管理人は会計貫任および財産

管理責任を果たした。それゆえ，中世の会計

機能の中で，現代のものと最も類似している

のは監百であり，現在の会計三ミ務：二直接的な

影響を年えたと考えられている31）。

荘園において，計算書の監査を行う監査人

の役割は重要で，このことは「監査人は，す

べての役人の最後に位置する者であるから，

28) Edwards, op. cit., p. 36, Noke, op. cit., p. 

145. 

29〕荘園の会計監査は，領主に任命される監査人，
あるいは領主白身によって行われた。Edwards,
op. cit., p. 37, Chatfield, op. cit., p. 26, 

Oschinsky，。1p.cit., p. 92. 
30) Chatfi巴Id,op.cit., p.27. 

31) Ibid., p. 27. Chatfieldは監査が正閣の内部管

理を促進した点を指摘し，また，荘園の内部管
理組織について詳述している。Ibid.,pp. 26 27. 
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領主と荘園管理人との聞の裁定をなし，すべ

ての関係者のために，誠実に職務を果たさね

ばならないj32）とL寸記述からも窺える。監

査時には，荘園管理人と監査人との聞で頻繁

に対立が生じた。 「荘園管理人は領主に対す

る責任額が最低になることを期待し，損失を

多めに，収入と収穫高の白然増加を保守的に

見積もった。これに対して，監査人の職務は，

領主が怠惰，非効率ないし不正によって損失

を被らないようにすることであったj88）。

所領内に複数の荘園がある場合，監査人は，

所領の中心で監査を行うか，あるいは各荘園

を巡回しなければならなかった。しかし大所

領においては，一地域のすべての計算書が，

地域内の一つの荘園で監査されることが多か

った84）。

荘園における会計監査は，以下のような手

続きにより行われた船。まず，計算書の「責

任負担」項目に関して荘園管理人は，要徴収

額と実際の徴収額との差額および非経常的な

収入について，監査人への説明を要求された。

「責任解除」項目については，諸支出を示す

明細書および領主への金銭納入の証拠の提出

を求められた。監査人の同意がえられれば，

これらの項目は計算書に記載され，荘園管理

人の責任額から控除きれた。監査人の同意が

えられなければ，これらの項目は計算書から

削除された。こうして計算書が監査人の検査

により適正であると証明されたならば，荘園

管理人は監査人に金銭ないし物品を納入し，

監査人は領主に財貨を移転した。

監査人の注意は，実際の収入額のみならず

荘園管理人の要徴収額にも向けられ，しばし

32) Littleton, op. cit., pp. 261-262. 

33) Edwards, op. cit., p. 37. 

34〕Oschinsky,op. cit., p. 92. 

35）荘閣における監査手続きに関しては，
Edwards, op. cit., pp. 37 38ぷよる。なお，監
査人は，年の半Ifに，中間の会計検査（view〕
を行った。 Chatfield,op. cit., p. 27，鵜）ii，前
掲書， 20),37-38頁。

ば監査人は計算書を修正し，代官ないし村役

人に対して追加の納入を課した制。これを

Edwards l土当時の監査の特徴， と指摘してい

る。また，荘園管理人が管理する金銭ないし

物品の不足分は，管理人自身が自己の財産に

よって補填しなければならなかった。

監査人は，個々の計算書に小計および「下

記に署名した監査人が聴取した」とL寸監杢

証明走書き加え，それを所領全体の責任負担

・責任解除計算書にまとめた。そして，領主

および荘園管理人の面前で，監査の宣言，す

なわち，監査人により検証された責任負担・

責任解除計算書の口頭報告を行ったのであ

る87）。こうして，荘園管理人に対する領主の

信頼性は確保され，荘園管理人は財産管理責

任から解除された。

このように荘園における会計監査が口頭で

行われたのは，文盲社会に対応してのことで

あった。しかし監査人による監査の口頭報告

は，聴取者によって計算書の脱記ないし誤謬

が発見されるとLづ意義があった。 「こうし

た意味において，荘園の監査は，審問による

管理手段の頂点であったj38）とされている。

3.計算訴訟

計算書の監査を委託きれた監査人は，荘園

管理人の提出する計算書の適否を検査すると

ともに，荘園管理人が領主の収入に関する正

当な計坪を行う義務を怠った場合，領主に代

わり，荘園管理人を訴える権利を有していた。

村役人を当事者とする裁判は荘園裁判所の管

轄であり，この場合には，監査人は荘園裁判

所に訴訟を提起し，執事の主宰により裁決が

なされた8へ他方，代官ないし財産保全管理

36) Edwards, op. cit., p. 38. 

37) Ibid., p. 38, Chatfield, op. cit., p. 27, 

Littleton, op. cit., p. 263. 

38〕Chatfield,op. cit., p. 27. 

39〕Edwards,op. cit., p. 38, Noke，口1p.cit., p. 

149. 
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人については，コモン・ロー裁判所の管轄で

あり，監査人は人民間訴訟裁判所（Courtof 

Common Pleas）に提訴し， コモン・ローι
したがい裁決がなされた制。

荘園管理人を当事者として提起されるコモ

ン・ロー上の訴訟は，定額金銭債務の支払い

を請求する金銭債務訴訟（actionof debt）の

形から，荘園官理人に領主の収入l二関する正

当な計算を要求する計算訴訟（actionof ac-

count）の形へと展開していった制。この計

算訴訟は， 1267年のそールパラ法（Statute

of Marlborough）により 9 コモン・ローの~

録として制定法｛じされ， ［領主に対して計算

義務を負う代官が，その義務を怠り，代官に

差し押さえる土地も家屋もない場合，当該代

官の管轄区域の州奉行が代官に対して適正な

計算を課すために，代官は拘引きれねばなら

ない」却と規定された。さらに，コモン・ロー

の立場は， 1285年のウエストミンスター第二

法律（Statuteof Westminster II）によって

強化され，ここにおいては，領主に対する計

算義務を怠った荘園管理人は，法益を剥奪さ

れた。同法はまた，荘園管理人が納めるべき

金銭を納入しない場合について，次のように

規定した。 「計算書の延滞金に関して判決の

下された〔荘園管理人は1……逮捕され，当
該計算書に関する監査人の証言により国王の

刑務所へ送られー・・－危険のない監視のもとに

投獄され，延滞金全額を主人に返済するまで

は，白らの費用で牢獄に留まらねばならない

【括弧内筆者JJ43）。同法においては，荘園管
理人の会計責任が認識されるとともに，監査

人の権戒が認められたといえよう。

コモン・ローは，荘園管理人に計算義務を

規定すろ一方，監査人が荘園管理人を不当に

40) Ibid., p. 149. 
41) Edwards, op. cit., p. 38. 
42) Noke, op. cit., p. 150. 
43〕Edwards,op. cit., p. 38, Noke, op. cit., p. 
150. 

扱う場合，提訴する権利を荘園管理人に認ゆ

ていた。すなわち，荘園管理人が受領してい・

ない金銭について責佳を負わされる，あるし、

は，正当な支出が認められないといった不当

な扱いを監査人から受けていると不満をもっ

場合，荘園管理人は財務府裁判所判事（Baron.

of the Exchequer），あるし、は， 判事によっ

て伍命された監査人ι対して，計算書の再審二
を求めて提訴する権利を有していた44）。そし
て，荘園管理人が提訴した場合，領主は計算；

書の基礎とされた記録や割符を持参して，判J

事の前に出頭するよう命じられた却。このこ

とは，領主と荘園管理人との双方にとって，

コモン・ローの下での裁判には詳細な会計記一

録が必要とされたことを意味している。

計算訴訟は会計史上重要である。この点に

ついて Nokeは，「第一に，計算訴訟！士会計一

に関する訴訟手続および会計責任概念に対す

るコモン・ローの認識を明示し，単に計算書

に対する道徳的な義務であったものを，法的

な義務へと転換した。第二は，訴訟手続にお

いて現われた監査人に対する認識である」46ト

と述べている。

このように，荘園管理人が領主の収入に関

する正当な計算を行う義務を怠った場合lこはド

監査人によフて計算訴訟が提起され，荘園管

理人は領主の収入に関するE当な計算を要求
されたのである。

IlI 国庫会計

中世英国において地方の読治単位であった

州（county〕ば，国王の任命する州奉行が管

轄した。州奉行は，州、iの長であると同時に，

44〕Ibid.,p. 150. 
45〕Ibid.,p.150. 
46) Ibid., p.149.但し，計算訴訟において任命
される監査人の多く i土裁判所の事務官であっ
た。独立した会計専門職としけ概念は，いまだ
存在していなかった。 Ibid.,p. 150. 
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掴王の代理人であるとL、う二面性を有し，司

法および行政の処理にあたる州裁判所を主宰

し，州、lに対する国王の賦課額，罰金，町から
の貫税，その他の諸税を徴収した叩。このよ

うに州奉行は，司法，行政，および財政に関

わる広大な権限を付与された最上位の地方役

人であり，国王の財政を管掌する財務府〔Ex-

-chequer)48) Iこおいて，国王に対する会計責任

を主として負う役人であったと考えられてい

る49）。

国王の収入の徴収を委任された州奉行は，

毎年，財務府において，州の収支状況につい

て会計報告を行L、財務府の会計監査をうけ

た。この州奉行の会計報告の記録集がパイプ

・ロウル（PipeRoll）である。これは現存す

る英国最古の会計記録であり， 1130年から

:1833年までの記録がほぼ完全に残されてい

る50）。ノミイプ・ロウルは「国勢調査書

くDomesdayBook）に記載された土地評価額

や，財務府において金銭を納入する州奉行，

あるいはその他の役人の計算書から毎年，編

纂され一 国王に対して納めるべき地代，罰

金，定額の賦課金，ならびに，実際の徴収額

の総計と徴収諸費用の総計とが，文書形式で

記載j51）されたものであり，財務府の出納宮

(treasurer）の口述により作成された叩。 R.

47) Chatfield, op. cit., p. 21. 

48）主会（King’scourt=curia regis〕の構成の

概略を〔図〕に示す。
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狂.Jonesによれば，「パイプ・ロウノレは｛責務

を含む責任負担・責任解除計算書であった…

現在，われわれは，パイプ・ロウルを中央

政府の計算書と考えがちであるが，それは，

実際には，ナ！？奉行が同王に納めるべき金銭に

関する計算書であった」53）。

財務府における会計報告および会計監査は，

以下のように行われた54）。州、l奉行は年に二度，

復活祭とミカエル祭に，徴収金の納付および

州の収支内容の説明のために，財務府の召喚

により出廷した。

まず，州奉行は，復活祭に，州、iに対する悶

王の賦課額の半分を納付した。復活祭の召喚

目的は，国王の財源を確保することであっ

た問。州奉行の徴収金のうち，前年度の延滞

49〕Chatfield,op. cit., p. 21. 

50〕Edwards,op. cit., p. 39, Chatfield, op. cit., 
p.21, Brown (ed.〕，。1p.cit.,p.41. 
51〕Chatfield,op. cit., p. 21. 

なお，国勢調査書！土，ウィリアム征服王

(William わが1085-86年に徴税罰的で行った

土地に関する調査の記録集である。 Brownは，
国王の収入の大部分を占める王領に関する記録

を含むこの国勢調査書が，国庫会計の基礎であ
ったとする。 Brown〔ed.〕， op.cit., pp. 41-42. 
52) Ibid., p.42. 

53) Jones，。ρ.cit., p.198. 
54）財務府における会計手続きについては，主と
して以下による。 Edwards,op. cit., pp. 39-
40, Chatfield, op. cit., pp. 21-23, Brown( ed.), 
op. cit., pp. 42-43. 

55) Edwards, op. cit., p. 39. 
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分に関してはバイプ・ロウルと照合されたが，

本年度の納付分については何ら記録がなされ

ず，代わりに，納付の証拠として割符56）に刻

み目が入れられたc 割符l土8ないし 9インチ

の志郎、木棒で，刻み目によって受領金額を示

し，例えば，掌の幅の刻み日は 1,000ポンド

を，一本指の幅の刻み昌は20ポンドを表した。

ナ！？奉行の納付額が割符に刻まれた後，割符は

縦割りに二分され，同一債務であることがラ

テン語で記された。各々の割符には，さらに，

十字の切り込みが入れられたが，これは当該

割符が他の割符と符合しないようにするため

であった。そして，一方の割符は，納付の証

拠として州奉行に与えられ，もう一方は，財

務府の記録として出納官によって保管された。

次いで，州奉行は， ミカエノレ祭に，国王の

年間収入の残額を納め，財務府の会計監査を

うけた。しかし， ミカエル祭の召喚目的は，

単なるこうした残額の徴収にあったのではな

く，国玉の年間収入の清算にあり，国王の収

入の徴収を管轄した国王収入管理官（remか

mbrancer）によって， 収入ロウル（Receipt

Roll）が編纂された叩。

はじめに，出納官がパイプ・ロウルに記載

された要納付額を告げ，ナi'I奉行はナi'Iの収支内

56）害iJ符については， Ibid.,pp. 40『41に詳述され

ている。割符は当初，納付の証拠として用いら
れていたが，後に債務証書としても広く利用さ

れた。すなわち，債務額の刻まれた割符が債権
者に渡され，債権者は適時にそれを提示して支

払を受けたのである。プランタジネット朝
(Plantagen巴t)ちょびチューダ一朝（Tudor）の

国王l土，赤字財政対策として，害J符を担保とし
て資金を調達した。それは，貸主に将来の税収
を受領する権利，後にほ，自ら徴税する権利を

付与したものであった。また，後年，訓符は譲
渡可能な証券として普及した。
また， B.Parkerは，害l符の廃止の経緯につ
いて述べている。 B.Parker, Burning down 
Parliament : A Story of Accounting Change, 

Accountancy, Vol. 95, No.1094, Oct.1984, p. 

80. 
57) Chatfield, op. cit., p. 22. 

容に関する説明を求められた。支出に関して

は，経常的支出が前年度と同じであるか否か

を尋問され，非経常的支出については証書の

提出を要求された船。この証書は財務府の控

えと照合され，ロウルに記録された。収入に

関しては，国王への自発的貢納，殺人者が逮

捕されなかった場合に~＇i'l1：：課せられる殺人科

料，重罪犯から没収された財貨など，各種の。

収入明細書が提出された。

最終的清算は碁盤縞の布の敷かれた机上で

行われた回〉。碁盤縞の縦欄は金額欄を表し，

財務府の計算官の向かつて右側の欄から，ペ

ンス，シリング， 1ポンド， 20ポンド， 100 

ポンド， 1,000ポンドを示した60）。計算官は，

碁盤目のとに，州奉行が国王に納めるべき金

額を硬貨を並べて示し，続いて，復活祭の州

奉行の納付額を，別の列に硬貨を並べて示し

た。州奉行の提示する割待は，財務府の割符

と慎重に照合されたが，これは，州奉行が剖

符にY:Uみ日を加え不足分を隠蔽するのを発見ι

するためであり， 「何らかの不正が発覚した

場合にほ，州奉行は直ちに投獄された」61）。

州奉行は， ミカエル祭の徴収金を納め，納付

の証拠として新たに割符が刻まれた。また，

州奉行の諸支出に対する国王の証明書が提示

され，これらは州奉行の要納付額から控除さ

れた。こうして， 「金銭の納入，割待，およ

び支出証明書によって，国王の硬貨がすべて

清算された時，川i奉行ば責任から解除され

た」印。最後に，州奉行は，彼の良心に従し、，a

合法的に計算を行ったことを宣誓して退出し

58〕但し，例えば城の修繕費は，証書の他に，作

業乃進み具合および経費に関する国王の検査官
(surveyor）による検査によって立証されなけ

ればならなかった。 Eヨwards,01久 cit.,p. 40, 
Chatfield, op. cit., p.♀2. 

59〕Exchequerの名称1，この碁盤縞（chequer-

ed〕lニ由来している。 Edwards,op. cit., p. 40. 
Chatfi巴ld,op. cit., p. 22. 

60〕Brown(ed.), op. cit., pp. 42 43. 

61〕Ibid.,p. 43. 

62〕Chatfield,op. cit., p. 22. 
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た。こうして，国王の収入の徴収を委託され

た州奉行は，財務府において，国王の収入に

関する会計報告を行L、，財務府の会計監査を

うけることにより，会計責任および財産菅理

責任を果たしたのである。

この財務府における会計制度について，

Chatfield は， 封建社会における会計記録の

主たる目的は不正の防止であり，この財務府

の会計制度は，徴税担当官の監督と援助とを

可能ならしめる簡便な方法であったとしてい

る63）。

N おわりに

財産管理に関する委託・受託関係から，代

理人の財産管理責任が生じ，とれを会計機能

を通じて遂行しようとするところに，代理人

の会計責任が認識される。代理人は，財産管

理責任の解除のために，受託財産の管理状況

の顛末を記録し，その結果を本人に対して報

告する。本稿においては，英国における代理

人会計をとりあげ，中世の荘国会計および国

庫会計について概観してきた。

荘園においては，領主は，領主の収入の保

管および出納を荘園管理人に委託し，代理人

たる荘園管理人は，本人たる領主に対して財

産管理責任および会計責任を負った。ここに

おける会計目的は，領主にとっては，荘園管

理人の信頼性の調杢であり，荘園管理人にと

っては，自己に課せられた義務の履行の立証

であった。この目的のために，荘園管理人が

作成した計算書が責任負担・責任解除計算書

であり，計算書の「責任負担」項目には，荘

園管理人の領主に対する責任額が記入され，

「責任解除」項目には，荘園管理人の責任解

63) Ibid., p. 24.財務府における会計制度は，本

来の存在理由がなくなった以後lこも継続して用

いられたが，収入が予測しがたく，また固定的
ではなくなった時点で，その有効性は失われた
とされてける。 Edwards,op. cit., p. 40. 

除額が記載された。そして，両者の差額は，

荘園管理人が領主に納めるべき金額を示した。

この責任負担・責任解除計算書については，

監査人による会計監査が行われた。監査は，

基本的には，荘園管理人の会計責任を審査す

るもので，監査の実施により，領主は荘園管

理人に対する信頼性を確保し，荘園管理人は

会計責任および財産管理責任から解除された。

しかし，荘園管理人が領主の収入に関する正

当な計算を行う義務を怠る場合には，監査人

により計算訴訟が提起され，荘園管理人には

正当な計算が要求された。

州については，国王は，国王の収入の徴収

を州奉行に委託し，代理人たる州奉行法，本

人たる国王に対して，財産管理責任および会

計責任を負った。州奉行は，財務府において，

国王の収入に関する会計報告を行い，徴収金

の納付の証拠として割符をうけとった。そし

て会計監査の際に，割符および支出証明書を

提示し，残額を納入し，ナi'I奉行の国王に対す
る責任額がすべて清算されることにより，会

計責任および財産管理責任から解除された。

このように，封建的な領主と荘園管理人と

の問，国王と州奉行との聞には，財産責任に

関する委詰・受託関係が存在し，代理人たる

荘園管理人および州奉行は，受託財産の管理

状況の顛末を記録し，本人たる領主および国

王に対して，その結果を報告することにより，

会計責任を果たし，自らに課せられた財産管

理責任を解除されたのである。ここに，英国

代理人会計が形成される。

ところで，荘園会計において，荘園管理人

の提出する責任負担・責任解除計算書は，領

主にとっては荘園管理人に対する信頼性の確

保を，荘園管理人にとっては財産管理責任の

解除を，それぞれ意図していた。しかし，領

主と荘園管理人との双方の目的が果たされる

ためには，領主に監査を委託された監査人に

よる計算書の検査が要件とされた。このこと

は，いいかえれば，領主の代理人たる荘園管
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理人の会計計算を，領主のもう一人の代理人

たる監査人が検査することにより，荘園管理

人の財産管理費怪が解除される，とL、うとと

を意味する。

代理人会計とは，委託・受託関係を前提と

する会計であり，この場合の委託・受託関係

が，財産管理に関する委託・受託関係である

ことは， すでに指摘した通りである。 しか

し，荘園会計にみるように，代理人の財産管

理責任の解除ば，代理人の会計計算を，もう

一人の代理人たる監査人が検査することによ

り達成される。ここには二つの委託・受託関

係，すなわち，財産管理に関する委託・受託

関係と会計監査に閣する委託・受託関係とが

ある。ここにおける代理人合計はp これら二

つの委託・受託関係のもとに成立していた。

本稿にみた代理人会計が古代ローマの代理人

会計と大きく異なる点はこの会計監査の側面

であり，ここに中世英国の代理人会計の一つ

の意義がみいだされる。

さて，すでに述べたように，英国の近代会

社会計制度を｛言語概念との闘速において究明

した千葉教授は，英国の会計責任概念を信託

概念に基づく信認会計における信託受託者的

義務として捉え，その先駆的形態を計算訴訟

における計算義務の概念に求め，その起源を

荘園会計に求めてL帰。本稿を終えるにあた

り，教授の見解を問題提起として，英国代理

人会計の意義について，さらに若干の考察を

加えたい。

千葉教授は，会計責任概念との関連の問置

に関して，計算訴訟の観点から考察し， 「英

国の会計責任は，単に『本来の所有主Jたる
本人の代理人が当該，本人に対して報告する

ことにより責任が解除される（ローマ時代以

来の〉代理人的義務ではなく，所有の二重性

により，普通法上の所有者たる受託者（取締

役〉が衡平法上の所有者たる受益者（株主〉

に報告することιより，双方の納得・承認が
持られる信認体制により規定される信託受託

者的義務として展開されてhぺ。その際の先

駆的役割を果たしたものが，まさに初期の計

算訴訟で問題となった計算義務であった」ω

と指摘している。これをいいかえれば，英国

の会計責任概念は，財産管理に関する単なる

代理人関係を前提として，代理人が本人に報

告することにより呆たされる代浬人的義務で

はなく，財産権に闘する信認関係（fiduciary

relation）＝信託関係を前提として，受託者が

受益者に報告することにより，双方の納得が

得られる信託受託者義務であり，この起源は

計算訴訟における計算義務の概念に求められ

る，ということであろう。なお，信認闘保と

は，本人と代理人，受記者と受益者など，信

任を授受する関係において，受信者が授信者

の利益を図るために，高度の忠実義務を負う

関係の総称である。

ここで区別される財産管理に関する代理人

関係と信託関係との相違点は， 「所有の二重

性」の問題である。つまり，財産管理に関す

る代理人関係は，本人から財産管理を委託さ

れた代理人が，本人の利益のために，受託財

産の管理を図る義務を負う関係であるのに対

し，信託関係は，衡平法上の所有権者たる受

益者から，財産管理を信託され乙普通法上の

所有権者たる受託者が受益者の利益のために，

信託財産の管理を図る義務を負う関係である。

両者の相違点は，信託関係にみる「法律上の

所有のニ重性」である。

とはいえ，そもそも信託とは，財産の所有

主が，他人に財産を管理させるために，財産

を移転することに他ならず，その民的は，財

産の管理を代理させることに他ならない。こ

の意味におけて，信託関係は財産管理に関す

る代理人関係に含まれる。所有の二重性を伴

う財産管理に関する代理人関係とL、L、うるか

もしれない。

千葉教授も，英国の会社会計について記述

64〕千葉，前掲書， 33頁。
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する際，単なる代理人会計ではないという言

い回しを用いており，代理人会計であること

の完全な否定はない。教授の関心は， 「信託

概念」ないし「所有の二重性」を重視する場

合における英国の会社会計＝信認会計とL、う

図式にある。また，この信認会計における信

託受託者的義務の先駆的形態を計算訴訟にお

ける計算義務の概念に求め，その起源を荘園

国会計l土代理人会計ではない，としているわ

けでもなし、

本稿は，英国会計制度が信託概念のもとに

近代化をみる以前に遡り，荘園会計および国

庫会計について概観した。そして，封建的な

領主と荘園管理人との間，国王と州、！奉行との

聞に財産管理に関する委託・受託関係を認め，

この関係を前提とする英国代理人会計の存在

会計l二求める千葉教授ではあるが，領主と荘 を認めた。

国管理人とは信託関係にある，荘園会計は信 1992年7月1日脱稿

認会計である，としているわけではなし荘




